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「ほおの木発表会」に向けて・・・ 

喜多方市立第二小学校  学校だより 

平成３０年度 平成３０年10月 26日（金）第２３号 ほおの木っ子 
発行責任者  校長  石田 秀喜 

 

 

あす 漢字検定を実施します！！    

 あす１０時より、本校として初めてとなる

漢字検定を実施します。目標をもって挑戦す

る態度の育成と漢字力向上をきっかけとした

学力の向上をねらいに実施します。 

 実施にあたっては、ＰＴＡ教養部の皆様の

全面的なご協力をいただき、過日打合せ会議

を開いていただきました。今回は、親子受検

も含め合計５１名の皆さんがチャレンジしま

す。健闘をお祈りします。 

 第２回目は１月１２日（土）です。 

子育て雑感 ～三分
さ ん ぶ

の「飢えと寒さ」～ 

 「衣服をたくさん着せ、食べたいだけ食べさせれば 病多し。 

食を少なくすれば 病少なし。 

およそ子育てに大事なものは、三分の飢えと寒さである。」―――――― 

 少々古風な言い方ですが、貝原益軒という江戸時代の儒学者が書いた「和俗童子訓」と

いう本の一節にあるものです。 

 がまんする心やたくましさの不足した子どもが増えてきたと言われる昨今ですが、この

「三分の飢えと寒さ」の教えを子育てに取り入れていくことが必要なのかもしれません。 

 この豊かな時代、与えるのに十分な余裕のある状況の中で、あえてがまんをさせたり、

苦労をさせたりすることが大切です。そして、その中で本当の意味での有難みや感謝の心

が身に付き、心も体もたくましい子どもに育っていくように思います。 

  

来たる１１月４日（日）に行われるほおの木発表会に向け、現在各学年では限られた

練習時間の中で、一所懸命に準備、練習をしています。いわゆる演芸・学芸会的な内容

でなく、日頃の学習活動の中で身に付けた力を発揮する場として実施します。また、当

日までの練習の過程こそ大事にしてきたいと考えています。児童一人一人が自分の持ち

味や個性を発揮し、みんなと協力して創り上げる素晴らしさを、体験を通して実感させ

ていければと思います。多くの保護者の皆様、地域の方々のご来校を心よりお待ち申し

上げます。    １１月４日（日）8時４５分 開会  於 本校体育館 

 

【受験者】 
 

１年  １名    ４年  ７名 
２年  ４名    ５年 １１名  
３年 １４名    ６年 １０名 
保護者 ４名     計 ５１名 

 
 
 ２級  １名    ７級 ７名 
 ３級  ３名    ８級 11 名 
 ４級  ０名        ９級 ８名 
 ５級  ５名    10 級 ６名 
 ６級  10 名     計 ５１名 


